
燕市西蒲原郡小学校教育研究会 

平成２３年度 特別活動部 活動報告 
 
１ 研究テーマ 

お互いを認め合える学級づくり ～考えをねり合う話合い活動を通して～ 
 
２ 組 織 

  顧問：二平 芳信（燕市立燕東小学校）  部長：竹部 啓二（燕市立吉田南小学校） 
  部員数   ９名 
 
３ 活動の概要 

⑴ 総会、第１回研究部会 
① 実施期日・会場   ４月２０日（水） 弥彦村立弥彦小学校 

 ② 内容 
ア 特別活動部の組織つくり   イ 研究テーマの決定 

  ウ 活動計画の作成 
⑵ 第２回研究部会 

① 実施期日・会場   ６月 １日（水） 燕市立吉田南小学校 
② 内容 

ア 部員一人一人が、研究テーマに沿って行った学級活動や児童会、委員会活動など

の実践を、Ａ４版１枚程度のレポートにして、紹介し合う。 
イ 紹介された実践の良い点、改善点等について意見交換することで、今後の自分の

実践に生かせる情報を持ち帰る。 
⑶ 第３回研究部会 
 ① 実施期日・会場  １１月３０日（水） 燕市立燕東小学校 
 ② 内容 
  ア 部員による公開授業と協議会  
   〔授業者〕 大倉佳代子 教諭（燕市立燕東小学校） 
   〔指導者〕 小林 靖直 様 （燕市教育委員会指導主事） 
  イ 授業の概要  
   （活動名） 互いの頑張りにビックハンズ！〈５年生学級活動〉 
   （ねらい）  
   ・学級の仲良し度アップに向けての活動を話し合うことができる。さらに、話合い

活動を通して、全員が同一方向に向かって協力し合う大切さに気付き、決まった

ことを実践していこうとする意欲をもつことができる。 
   （提案性） 
   ・互いを認め合い、さらに仲の良い学級にしていくために『何ができるか』を真剣

に考えさせるための手立て……「仲良し度チェック表」 
   ・学級会をスムーズに進め、話合いを活性化するための手立て……「教師と議長団

による準備委員会の設置」「学級の約束事：話合い８カ条の作成」「５年１組話合

いマニュアルの活用」 
   ウ 協議会の概要 （略） 
 
４ 成果と課題（○成果 ●課題） 
 ○ 学級会は子どもが主体となって進めることに教育的意義がある。「教師と議長団による

準備委員会」「学級の約束事：話合い８カ条」「話合いマニュアル」は、その仕掛けとし

て大変効果的であり、他の学校でも実践してみる価値が十分にある。 
 ○ 話の聞き方、発言の仕方等の学習スキル指導を普段からきめ細やかに行っていくこと

が、考えをねり合い、話合い活動をスムーズに進める基盤となることが分かった。 
 ● 学級会において、教師が話合い活動のどんな場面でどのような支援を行うかを、実践

を通して明らかにしていく必要がある。 


